


トイレ・靴箱・掃除道具入れ等

７

放課後の教室や靴箱などを一緒に見ながら，普
段から気を付けて見ておく環境整備のポイントや，
掲示の意図を伝えましょう。

模擬授業で若手教員の教室に入るときは，若手
教員なりに工夫しているところをしっかり
ほめて意欲を引き出すことも，先輩だから
こそできる役割です。

メンター

その他

アンテナを張る

教師自身がアンテナを張り，子どものやる
気につながるように，みんなで使う物を片付
けたり整頓したりしている子どもをしっかり
ほめ，時には一緒に整頓しましょう。

また，いろいろな価値観や生活環境の違い
等，⼈によって，いろいろな⾒⽅，チェック
ポイントがあることでしょう。教師としての
環境整備の仕⽅，⾒習うとよい学級環境づく
り等，先輩の教室も数多く⾒てみると勉強に
なりますよ。

２ 靴箱の靴はきちんと入っているか
（朝や放課後，靴箱を確認して整っているか気を付けてみましょう。気持ちの緩みや

規律の乱れが表れることがあります。）

３ 傘立てに名前のない傘や壊れた傘がそのままになっていないか
（置き傘以外の傘はできるだけ早めに持ち帰らせるとよいでしょう。壊れたまま放置

してあると危険が伴います。）

４ 掃除道具や雑巾はきれいに整頓してあるか
（雑巾は洗濯ばさみ等で留めて干します。干し方の例を分かりやすく掲示すると，子

どもはどのように干せばよいのか，次に使う際どれを使えばよいかが分かり，自主
的に動けます。）

１ トイレはきれいに使われているか／スリッパはそろっているか
（トイレットペーパーがないままだったり，流しが汚かったりすると気持ちよく使え

ないので，放課後や施錠の際に気にかける習慣を付けるとよいでしょう。）

１ 時計は正確に動いているか

２ 締め切りの過ぎた古い掲示物がそのまま残っていないか

３ 床に落とし物やごみがないか
（そっと拾ってゴミ箱に入れる先生の後ろ姿を，子どもたちは見ています。）

４ 壁や掲示物等に落書きがないか
掲示物（や配付物）にプライバシーや人権の配慮がなされているか

５ 子どもや保護者の出入りする場所に，個人情報の分かる物が置かれてい
ないか

（教師用の机の中も同様に気を付けます。カッターナイフなどの危険な物，集金等も
同じように注意しましょう。）





見通しがもてないと不安 １日の予定や授業の流れを絵（や写真）と言葉のセットで明示。
不安になったらいつでも目で確認できるものを用意。

手順や指示が分からない 順番や約束を簡潔に示す。（短冊型のカードの活用等。）

考える道筋がもてない ヒントカードを必要に応じて全員がもらえる方法と雰囲気づくり。
※特別な支援を特別に目立たせることはしない。

課題が多い，あるいは終わった
後することがない

適切な課題量の見極め。終了後の指示。

怒られることが多く自信がない 得意なことが発揮できる場面を意図的に設定してほめる。

自分の長所や成長に気付けない 自分で自分の成果に気付ける振り返りや評価の取組。

興奮してパニックになる 安全を確認後，パニックを助長する叱責や関わりはせず，落ち着いてから話す。

気持ちがのらない，困っている 選択できる方法を用意。手伝い等意図的に動いて行う活動を取り入れる。

こだわりが強い 場合によるが，ある程度こだわりに付き合ったり，逆にこだわりを生かした支
援をしたりする。

・クラスのどの子も見通しがもて，手順や指示を理解できる。
・進んで動ける子どもが増え，学級全体の手伝いもでき出す。
・情緒面だけでなく，学習面でのつまずきがある子どもにも

通じる支援になる。
・教師の支援の姿を見て，他の子どもも友達同士助け合うよ

うになり，互いに受容し合える。
・かえって刺激になるような教師の大声での叱責や関わりが

減り，子どもも教師も温かい気持ちで過ごせるようになる。

９

ちょっかいを出したりします。
授業中立ち歩いたり，友達に
ちょっかいを出したりします。５ 特別支援教育の視点を生かす

若手教員

特別な配慮が必要な｢個｣への支援を全体にも生かそう

興奮してパニックになる こだわりが強い

気持ちがのらないと何もしない

手足が出る

若手教員が気になる子どもに対して積極的に関わり，よさを認め
ようとする姿をほめます。また，生徒指導や特別支援教育コ
ーディネーターの職員にアドバイスをもらえるよう，サポー
ト体制を整えてフォローします。

メンター

複数の要因が考えられ，ケースによって手立ても異なり
ます。全てに共通するのは「報告・連絡・相談」です。

⼿⽴てのヒント２つ

の⽅法が考えられます。

⾏事の事前指導では，当⽇の
流れを隙間なく時系列で視覚的
に説明し，予想される不安の対
処法を伝えます。

３つの【間】を明確に。【時
間】では，はじめと終わりを示
し，終わったら何をするか具体
例を挙げたり選択させたりしま
す。【空間】の認知では，どこ
に何を配置するか環境整備を意
識します。【⼈間関係】におい
て，適切な距離感や，相⼿の気
持ちや⾏動の意味を絵に描いて
伝える等の⽅法が考えられます。

行動よりも背景の見取り

予想される困難と手立ての例

個への支援が集団に生かされるよさの例

気になる子どもの行動や言動をよく観察して適切な実態把握をし，背景に応じて予想される困難

に対する手立てが必要です。「子どもが何に困っているか」という困り感に寄り添えたとき，特別

支援教育の視点でアプローチしたことが，実は全体の指導に対しても大きく役立つことがあります。

かたまって動けない

教室から出て行く

＜背景として考えられることの例＞
・苦手な教科がある。・課題の量が多すぎたり少なすぎたりする。
・導入でつまずく。（めあてが理解できていない。手順が分からな

い。教師の説明や指示が分からないまま，授業が始まっている。）
・集団の中で多くの人と関わって行動することが苦手だったり，不安だったりする。
・他に気になる物が貼ってあったり置いてあったりする。
・担任と一対一の関わりを求め，探しに来てくれるのを待っている。 等

行動

背景



・ 学習の中で
・ 遊びの中で
・ 係活動や当番活動の

中で

・ 行事を通した学級での取組
・ グループやペアでの活動
・ 全員で遊ぶ

機会を設ける



若手教員

７ 生徒指導
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おはよう。昨日の熱は下がった？
もう大丈夫かな。
おはよう。昨日の熱は下がった？
もう大丈夫かな。

１次的支援（全ての子どもに，日常的に）

地域の方との交流会で会の進め方や役割を相談しよう。地域の方との交流会で会の進め方や役割を相談しよう。

背筋がピンと伸びて，
いい姿勢だね！
背筋がピンと伸びて，
いい姿勢だね！

学校でいろいろな仕事を体験する
ワークショップを計画しよう。
学校でいろいろな仕事を体験する
ワークショップを計画しよう。

登下校時や授業の中で… 特別活動・キャリア教育等の場面で…

特別支援教育・教育相談の場面で…

この子にとってよりよい
学びの環境は何かな。

最近表情が少し暗いな。
ちょっと声をかけてみよう。

ちょっとした隙

年度初めに示した「席替えのルール」
等は，安易に子どもたちの意⾒に流され
て変更するのではなく，毅然とした態度
でルールを守り続けることが⼤切です。

子どもたちの主体性や意⾒はもちろん
尊重しますが，取り入れるべきところと
ぶれない態度で臨むべきところの線引き
は必要です。特にクラス間でルールの差
が出ないよう，一貫した態度で指導しま
す。そうした隙が⼤きなほころびとなる
ことがあります。

毎日の関わりが生徒指導。全ての児童生徒を対象に

居場所と絆

「教師」がつくる「居場所」

「子ども」がつくる「絆」へ

どの子にも心の安らげる居場所をつくること
は教師の使命とも言えます。

子どもの自発的な思いや行動があ
って，初めて絆がつくられます。絆
づくりのための取組が本当に日常の
場面で子どもの行動に表れているか
見極めることが大切です。

適切な課題を与える

思いやりのある学級の土壌をつくる

授業の中で関わり合う場面を意図的に設定する

ＶＳ 仲良し集団

各学校で示している「生徒指導方針」につ
いての背景や具体的な意味を助言することで，
若手教員が指導や支援の意味をより深く理解
することができ，子どもへどんな声
かけをしたらよいかを考えるヒント
になります。

メンター

２次的支援（配慮を要する一部の子どもに）

３次的支援（特定の子どもに）

の見られる子どもには，どのように接したらいいですか。問題行動の見られる子どもには，どのように接したらいいですか。

ケース会や
生徒指導部会等
で話し合います。

※迅速な報告・連絡・相談が重要です。
※問題の状況を把握し，問題が大きくなって

他の子どもたちの成長への妨げにならない
ような支援を行っていきます。

※「チーム学校」として，また時には学校の
枠を超えて支援体制を整え，関係機関との
連携を図り，様々な場面での支援を行って
いきます。

「生徒指導」は何か問題が起きたときにだけするのではなく，「ふだんから，当たり前のように

行っている児童生徒への働きかけのほとんど」であり，全ての児童生徒を対象として，全教職員で

関わるものです。



保護者に伝えにくいことを伝えるには，
どうしたらいいですか。８ 保護者との連携

保護者と良好な関係を築くために

伝える手段

年度初めの家庭訪問は，子ど
もの家庭での様子や保護者の願
いを聞くとともに，保護者との
良好な関係を築く第一歩です。

難しい問題や急な対応のため
の家庭訪問では，教員が一⼈で
訪問することはまずないと考え，

周りの先生⽅に
相談し，協⼒体
制を作ってから
複数の教員で臨
みましょう。

心をこめた連絡帳

普段からよいことこそ，伝
えておくことが⼤切です。毎
⽇チェックすることはもちろ
ん，子どもの字からも様子が
分かることもあります。

「いつもお世話になってお
ります。」の一言から書き始
め，たとえ本⼈の不注意によ
る小さなけがでも「ご心配を
おかけして申し訳ありませ
ん。」と書き添えることで，
その後の関係がずいぶん変
わってくることがあります。

学校で楽しかったことやうれしかったことがあると，子どもは自然と元気に「ただいま！」と
言って帰り，保護者はその姿に学校への安心感を感じるもしれません。逆に暗い表情で，服の汚
れや体の傷があると不安になるでしょう。保護者にとって気になることはすぐに連絡（電話，連
絡帳等）をし，どのような指導をしたか誠意をもって伝えます。我が子のことをきちんと見てく
れているという安心感が信頼関係にもつながります。記録を残し，学年団等への報告・連絡・相
談等に生かします。
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① 毎⽇の「子どもたちの姿」で学級の様子が伝わる。

② 通信，授業参観，学級懇談会等で伝える。

定期的な授業参観や，各種発表会で頑張る我が子の姿は，保護者に子どもの成長を感じさせる
とともに，日々の学校生活への安心感を与えます。毎日の授業で子どもたちの学力を伸ばし，規
律ある集団生活を送れるよう取り組んだ姿が，授業参観の日も自然と表れるものです。学級懇談
会では，学校での様子を伝えるとともに，保護者の話にも真摯に耳を傾けようとする姿を示すこ
とで，よりよい関係づくりを進めていきます。学級通信で伝えることもできます。

伝えにくいことだけ
を伝えるのではなく，
できれば子どもの頑張ってい
た姿も具体的に伝え，保護者
を責めたり落ち込ませたりし
て終わらないようにしましょ
う。電話の後の親子関係，明
⽇からの保護者と学校との関
係も考えて内容を整理して伝
えます。電話では，相⼿の表
情や状況が⾒えない分，時間
やタイミングには十分気を付
けましょう。

丁寧な電話対応 家庭訪問

子どもを想う気持ちは共通のはず。そこからスタートを！

若手教員

若手教員から相談があったときは，客観的な
事実を把握しつつ，若手教員の感じている不安
も鑑み，チームとなって解決できることを伝え
ます。電話や家庭訪問のポイントを伝えた後，
具体的な言葉を一緒に考え，若手教員が
保護者の思いや自身の考えを整理できる
ようにします。

メンター

迷った時は…

連絡帳か電話か…と伝える⼿段を迷ったら，
直接話をしたり，顔を合わせたりする⽅法を選
びましょう。どの⽅法で伝えるにしても，伝え
にくいことは必ず学年主任や先輩の先生に相談
します。伝える内容だけでなく，伝え⽅，時間
やタイミング等も確認しておきましょう。

毎日の児童への丁寧な関わり方，日頃の保護者との信頼関係が，いざという時に大きな支えにな

ります。誠意をもって，真摯な対応を行うために以下の点に気を付けてみましょう。



若手教員

つながっているか，分かりません。
学校教育目標と学級目標がうまく
つながっているか，分かりません。
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１ 目標の設定と計画

学校全体の教育方針と学級経営の方向性のつながりを考える際，学級経営案の考え方が役立ちま

す。学級経営案の様式や内容は，各学校で異なっていたり，他の書式に置き換えて別に考える機会

を設けていたりする場合もあるでしょう。学級経営の方向性を考える過程で，学校教育目標から見

た学級経営や学年間でのつながり，中学校区での連携も視野に入れ，目指す姿を考えます。

学級目標を考える際は必ず学校教育目標や学年目標との関連を図り，学校全体で子どもたちを育

てるという意識で，共通理解のもとに同じ方向（=目標）に向かって育てていきます。

３ 学校経営上の学級経営

学校教育目標や児童の願いのもとに方向付けを

学校全体と学級のつながりを考える

学校教育目標や学年目標とのつながりをできるだけ具体的に伝え，
「学級経営の目標」を設定できるように，助言しましょう。次の指導
に生かせるよう，適切で効果的なタイミングを見計らって，年度当初
に考えた学級経営の方向性を振り返らせることで，若手教員は新たな
学級経営の手立てを考えることができるでしょう。

また，学校全体を俯瞰して見る見方は，学校内で自分が果た
すべき役割や，今後果たせそうな役割を考える視点につながり
ます。

メンター

客観的な⾒⽅・考え⽅

や，定期的にある教育相談や，
Ｑ－Ｕ等のアセスメントシ
ートへの取組等，学校全体
でする取組の際に学級経営
に生かせるポイントが⾒つ
かることがあります。自分
の主観的な⾒⽅だけでなく，
客観的な視点を参考にしま
しょう。

学校教育目標「心身のたくましい成長と，目標に向かって

ともに学び合う子の育成」等

◎目指す学校像：学校や地域の実態等を踏まえ，目指す学校の姿

◎目指す子ども像：どのような子どもを育てたいか目指す姿

学校や
地域の
実態

共通の
手立て
や取組

学年目標「協力」等

◎学年の実態や発達段階を踏まえ，その学年で目指す

子どもの姿

学年の
実態

学年で
の取組

学級目標「助け合うなかよし３Ｃ」等

◎学級経営の目標や目指す学級の子ども

の姿

学級の実態 具体的な取組

基本となるルールや指導方法，
指導上の留意点等共通理解し，
職員全員で共通実践できるよ
うな具体的な取組があること
が大切です。

＜学級経営案の内容項目例＞
１ 学校教育目標
２ 学年目標
３ 学級の実態
４ 学級目標
５ 学級経営の方針や取組の

重点
６ 実践後の反省

（途中経過，年度末等）



◎目指す学級のイメージづくり
（教師が願いを語り，子どもの思いを膨らませる。）

◎実態把握
（前担任からの引き継ぎと，先入観に捉われない子ど

もに対する見方の両方が必要。）

◎必要な手立てを考える
・全員がその目標に向かって努力できる手立て
・決して一人ではできない，協力し，集団としての

力が発揮できる手立て
・目標の先に具体的なゴールの見える手立て
・それぞれの活動に，具体的な行動目標があり，そ

れを達成できる手立て
・一人一人の取組が学級目標達成に貢献できる個人

レベルの取組

◎日々の生活の中で生かす
（係活動や当番活動でのがんばりカードや，集団遊

びへの取組を学級目標とつなげる。）

◎行事の中で生かす
（運動会，学習発表会等で行動目標を設定し，個人

レベル・集団レベルの手立てを実行する。）
（「掲示の力（目に見える努力の足跡）」を生かす。

ゴールへの見通しがもて，自分や友達の頑張りが
具体的に分かり，自信につながる。）

◎次の活動への事前指導に生かす
（集団としてのよりよい成長に向けて，さらに

伸ばしたい点や取組方法の改善点を，具体的
にどこに位置付けるか考える。反映できそう
なポイントを決めて実行する。）

◎活動しっ放しではなく，必ず振り返り，
達成感を共有する

◎集団としての成長に気付かせる
①個人レベルで自分や友達の頑張りや努力を

振り返る。
②学級全体で共有する。（発表を板書や掲示

にまとめ，視覚的に認知させる。）
③具体的な努力の姿を称揚し，培った力が必

ず次の活動への自信や原動力につながるよ
う励ましの言葉を伝える。

まず若手教員が実践をどう振
り返り，次の活動へどう生かし
ているかを見極めます。ただ目
の前の行事をこなすことに一生
懸命になりがちです。本人が気
付いていない集団や個の成長を
伝えた後，毎日の生活の中や次
の活動の中でできそうな，さら
に伸ばせる力や改善で
きる取組方法を一緒に
考え，助言します。
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学級目標

の実現

学級目標

の設定

活動①活動①

活動④活動④

活動③活動③

教師の適切な
指導・支援

教師の適切な
指導・支援

活動②

教師の適切な
指導・支援
教師の適切な
指導・支援

教師の適切な
指導・支援

教師の適切な
指導・支援

教師の適切な
指導・支援

教師の適切な
指導・支援

２ PDCAサイクルによる目標の修正

目標達成というゴールに向けた軌道修正を！

若手教員

学級目標の話をしてもあまり
子どもの反応がありません。

メンター

学級が集団として一つのチームになる
ためには，協力して壁を乗り越える経験
が必要で，協力したからこそ成し遂げる
ことができたという達成感が次の活動へ
の意欲になり，子ども同士の絆を強くす
ることができます。

ＰＰ

ＤＤ

ＣＣ

ＡＡ

ＰＰ

ＤＤ

ＣＣ

ＡＡ

ＰＰ

ＤＤ

ＣＣ

ＡＡ

ＰＰ

ＤＤ

ＣＣ

ＡＡ

学級目標を軸とした学級経営

学級目標は，教師や友達との関わりの中で互いに認め合い助け合って成長するためのゴールです。

迷わずゴールにたどり着けるように必要な手立てを加え，活動の結果によって軌道修正を図ること

が不可欠で，時期やタイミングをねらった教師のしかけが必要です。



課題意識をもって学ぶ！

・児童理解や生徒指導，特別支援教育に関す
る校内研修等で，学校全体あるいは他の学
級の子どもの様子と，自分の学級の子ども
の様子を比較しながら聞く。
→他の学級の事例の中からもヒントになる

取組がないか，課題意識をもって聞く。
全く違うように思えることの中から共通
点を見つけられることがある。

積極的に学ぶ！
・できれば前の方で聞く。

→積極的に学ぶ先輩の姿を見習う。初任者
のときだけでなく，それ以降も積極的に
学べる先生は，教室でも輝いているはず。

まず相談！

・気になることは まず相談する。
→一人で抱え込まず，一人で判断しないで

チームで指導に当たる。

まねることは学ぶこと！
・他の学級での取組について，具体的なやり

方や指導のポイントを尋ねる。
→自分の学級でもできそうな指導方法をま

ずやってみるのも大事。

「放課後探険」は学級経営の極意！
・戸締まりや，模擬授業で他の教室に入る際，

掲示の仕方，学級目標への取組，環境整備
の仕方等を観察し，質問する。
→子どもの下校後に学べる学級経営もある。

参考にしたいことについて詳しく聞き，
取り入れたり，自分の学級の子どもたち
に置き換えて工夫したりする。
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３ 同僚の先生からの学び方

同僚の先生の学級経営を学び，自分の引き出しを増やそう！

日常ＯＪＴでの学び方 全体ＯＪＴでの学び方
（児童理解の研修等）

校外研修での学びにつなげて考える
・初任研や５年研等，校外で発表する機会があ

るときは，できるだけ校内でも聞いてもらえ
る機会をもつ。

＜平成３０年度の例＞
初任研：２学期に公開授業，３学期に実践発表
２年目研：指導案作成／指導教諭の公開授業参観
３年目研：３学期に授業の動画で実践発表
５年研：夏期休業中に学級経営の工夫と実際を発

表

自主ＯＪＴでの学び方
若手教員が校外で発表する機会があるとき

は，メンターが率先して校内での発表の機会
を設けて同僚に参加してもらう等，若手教員
の成長の機会を設定しましょう。ただ発表し
て終わるのではなく，発表を聞いた感想を紙
に書いてもらったり，後で個別に先輩に助言
をもらいに行ったりする等，具体的なアドバ
イスのもらい方を伝えると，若手教員
の自信になり，校外での発表での学
びも倍増することでしょう。

メンター

若手教員と一緒に校内を歩きながら，自分の
学級や他の学級での取組の例を示し，
指導のねらいやポイントを具体的に説
明しましょう。

熱意あふれる若手教員の成長は本当に頼もし
いものです。校内の先輩の姿から学んだ指導法
が，若手教員の授業や学級経営に受け継がれて
いることでしょう。
大変だと思われる仕事もありますが，

教育に対する夢や，教育に携わる素晴
らしさも語り合いましょう。

メンターメンター

若手教員

けじめのある学級になるでしょうか。
どんな指導をしたら先輩のような
けじめのある学級になるでしょうか。

仕事に慣れたら，少しずつ他の学年の先生の動きや学校全体の動き，地域の中での学校の姿を見

たり考えたりしていきましょう。他の学年の先生の指導は，今の学年と関係ないように見えても，

実はどの学年にも共通することだったり，地域の中での学校の役割を意識するだけで，地域との交

流学習への教師自身の取組方が変わってきたりします。



１年間学級経営に取り組む中で，「岡山市教員等育成指標」で示されている「児童生徒理解力」

「生徒指導力」「マネジメント力」「人間関係力」等をＰDＣＡサイクルにより振り返り，必ず次

に生かすことが大切です。客観的な振り返りのポイントを以下にまとめていますので，メンター，

若手教員の双方でご活用ください。

※チェックシートの視点は「岡山市教員等育成指標」を基に作成しています。

・岡山市教育研究研修センターの研修で行う，若手教員自己マネジメントシート（１０段階評

定）も同様です。

付録 「学級経営（小学校）」チェックシート

16

① 若⼿教員は，チェックシートの項⽬に沿って自⼰評価する。① 若⼿教員は，チェックシートの項⽬に沿って自⼰評価する。

② 若⼿教員とメンターで，若⼿教員の自⼰評価を⾒ながら，全体を振り返る。② 若⼿教員とメンターで，若⼿教員の自⼰評価を⾒ながら，全体を振り返る。

③ 重点的に取り組みたい項⽬を選び，⽬標達成に向けた取組⽅法を考える。
メンターは若⼿教員が考えた取組に対して，アドバイスをする。

③ 重点的に取り組みたい項⽬を選び，⽬標達成に向けた取組⽅法を考える。
メンターは若⼿教員が考えた取組に対して，アドバイスをする。
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ＯＪＴ取組シートの例です。EXCELファイル形式で校務支援システム（C４th）書庫に掲載して

います。上記のチェックシートを通してできた次の目標を明確にするために，ご活用ください。

２ 取組目標

３ 目標達成に向けた取組方法






